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エ
多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠
の吟味を重ねたりして、主張を明確にすること。

ア
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に
捉え、論点を明確にしながら要旨を把握すること。

イ
文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的
確に捉えること。

カ

文章の構成や展開、表現の仕方などについて、自分の主張が的
確に伝わるように書かれているかなどを吟味して、文章全体を整
えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や
課題を捉え直したりすること。
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キ
設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報
を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりすること。 ○
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ウ
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資
料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈すること。

エ
文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図
との関係において多面的・多角的な視点から評価すること。

オ
関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、
内容の解釈を深めること。

カ
人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点
や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深
めること。

○

○

立場の異なる読み手を説得するために、批判的に読まれることを
想定して、効果的な文章の構成や論理の展開を工夫すること。
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C　読むこと
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※各単元の目標について
（１）　「知識及び技能」の目標及び、「思考力、判断力、表現力等」の目標につ
いては基本的に指導事項の文末を「～できる。」として示す。

（２）　「学びに向かう力、人間性等」の目標については、いずれの単元において
も当該科目の目標である「言葉がもつ価値～他者や社会に関わろうとする。」
までを示す。

（１）　「知識・技能」の評価規準は当該単元で育成を目指す資質・能力に該当
する〔知識及び技能〕の指導事項の文末を「～している。」として作成する。

（２）　「思考・判断・表現」の評価規準は当該単元で育成を目指す資質・能力に
該当する〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項の冒頭に、指導する一領域
を「（領域名）において、」と明記し、文末を「～している。」として作成する。

○

○

推論の仕方について理解を深め使うこと。

○

指導領域

ア
言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能に
する働きがあることを理解すること。

指　導　事　項　

知
識
及
び
技
能

エ
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章
の構成や展開の仕方について理解を深めること。

イ
情報を重要度や抽象度によって階層化して整理する方法につい
て理解を深め使うこと。

ウ

（１）

（２）

イ

論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増やし、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を
豊かにすること。

文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深
めること。

ウ

ア
主張とその前提や半焼など情報と情報との関係について理解す
ること。

B　書くこと　

（３）　学びに向かう力・
        人間性等

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする態度を養う。

科目の目標

論理的・批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的
に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりするこ
とができるようにする。

北海道網走桂陽高等学校　論理国語
年間指導計画（２単位）

４月 ５・６月 ６月

（１）　知識及び技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよう
にする。

（２）　思考力、
　　　 表現力、
　　　 判断力等
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担当 榎　亮一

新編　論理国語（大修館書店）
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（３）　「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準は、①粘り強さ〈積極的に、
進んで、粘り強く等〉、②自らの学習の調整〈学習の見通しをもって、学習課題
に沿って、今までの学習を生かして等〉、③他の２観点において重点とする内
容（特に、粘り強さを発揮してほしい内容）、④当該単元の具体的な言語活動
（自らの学習の調整が必要となる具体的な言語活動）を全て含め、単元の目標
や学習内容等に応じて、その組合せを工夫することが考えられる。文末は「～
しようとしている。」として作成する。
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※各単元の評価規準の設定について

授業時数の計 25時間 4 3 3 3

イ
情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明
確にして、主張を支える適切な根拠をそろえること。

オ
個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全体
の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的確に伝わる文章にな
るよう工夫すること。

（３）

ア
実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について、書き手の
立場や論点などの様々な観点から情報を収集、整理して、目的や
意図に応じた適切な題材を決めること。

新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深
めること。
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